
平成16年度普通会計決算見込みのポイント

１．決算の特徴について

※（ ）は前年度の数値

(1) 歳入歳出決算額が３年振りに前年度決算額を上回ったこと。

主な理由

（歳入）県税の増

（歳出）税関連交付金、県立病院改革関連経費の増

伸 び 率

歳入 １，４９１，２０５百万円 ０．９％ （ ▲３．８％）

歳出 １，４５３，８０１百万円 ０．２％ （ ▲３．９％）

(2) 実質収支は２９年連続で黒字となったこと。

実質収支 １，８０１百万円 （１，６０９百万円）

(3) 県税収入は、法人二税等の増収により、４年振りに増収となったこと。

増減額 伸び率

３１，１５４百万円 ６．６％（▲０．７％）

市町村交付金を控除した実質収入ベース

増減額 伸び率

２４，４５２百万円 ６．２％（▲１．４％）

(4) 県債の発行額が減少したこと。

２１８，０４５百万円 （２４１，４５０百万円）

うち 臨時財政対策債 ６７，４７８百万円 （ ９４，２８１百万円）

＊地方財政対策において、地方の財源不足を補うため、発行することとされた特例債

(5) ３基金からの繰入額が増加したこと。

６，３００百万円 （１，６００百万円）


